日本人間関係学会　第17回大会ご案内
（第1号通信）
	桃の開花が待たれる今日この頃となりました。会員の皆様はいかがお過ごしですか。日本人間関係学会も誕生以来17年目を迎えます。月日の経つのは早いものです。
さて、今年の第17回大会は、文教大学でお引き受けすることになりました。「人間関係の忘れもの」を大会テーマとし、10月3日（土）と4日（日）の2日間、埼玉県の文教大学越谷キャンパスを会場として開催いたしますのでご案内申し上げます。大学正門前には元荒川が流れ、その両岸には桜並木の立ち並ぶなかなか風情のある景観です。大会開催時には桜こそ咲いてはいませんが、晴れた日には、元荒川に架かる出津橋から富士山を遠方に臨むこともできます。会場として使用予定の12号館は新築されたばかりです。
プログラムには、研究発表はもとより、共に集い、ふれあい、語り、学びあいながら、自らをみつめ、人の大切さを学際的に探ることを目的にしています。今大会では、大会に参加すること自体が「人間関係の忘れもの」を補充、補足していける機会になるような工夫をしていきます。そのことが、今後の学会の新たな展開に繋げられるよう強く願って、本大会に取り組む所存です。
最後に、学会の当日が実りあるものとなりますよう、会員の皆様のご協力をお願い申し上げますとともに、多数の方々のご参加を心からお待ち申し上げております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本人間関係学会第17回大会
                                          　　　　　　　　　　　　大会準備委員長　佐藤啓子


Ⅰ．会期および会場
会期：2009（平成21）年10月3日（土）4日（日）
会場：文教大学　越谷キャンパス　12号館
　　　　　〒343－8511　埼玉県越谷市南荻島3337
　　　　　TEL．048-974-8811（代）
【交通案内】
・東京駅から
　　ＪＲ山手線上野駅または秋葉原駅経由、東京メトロ日比谷線乗り換え、北千住まで。東武伊勢崎線下り方面各駅停車または準急・区間準急乗車、北越谷駅下車（急行・区間急行の場合、越谷駅で各駅停車または準急・区間準急に乗り換え）徒歩10分。
・羽田空港から
　　モノレール利用、ＪＲ浜松町駅経由、ＪＲ山手線乗換え。以後、東京駅からと同じ。
・大宮駅から
　　ＪＲ京浜東北線南浦和駅経由、ＪＲ武蔵野線乗り換え南越谷駅下車。徒歩2分の東武伊勢崎線新越谷駅から各駅停車または準急・区間準急利用、北越谷駅下車。
　　または、東武野田線春日部駅経由、東武伊勢崎線上り方面各駅停車または準急・区間準急乗り換え、北越谷駅下車徒歩10分。
・新宿駅から
　　ＪＲ埼京線武蔵浦和駅経由、ＪＲ武蔵野線乗り換え南越谷駅下車。以後、大宮駅からと同じ。
Ⅱ．テーマと主要プログラム（予定）
大会テーマ：「人間関係の忘れもの」
プログラム：１．公開特別講演　２．企画シンポジウム　３．研究発表（①口頭発表　②体験発表
③ポスター発表）４．自主ラウンドテーブル　５．自主シンポジウム　６．ワークショップ　７．研修　８．総会　９．懇親会　10.展示、他　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅲ．研究発表の要領
１．発表者の資格
発表者は、2009（平成21）年度本学会会費を納入済みであることが必要です。
連名発表者も発表者と同様です。　
２．発表の手続き
　①　発表には、要旨掲載費（要旨集1冊分を含む）として1件につき2,500円が必要です。
②　発表要旨は、口頭発表・体験発表・ポスター発表それぞれにＢ5用紙2枚に3,000字程度の発表要旨原稿を作成し、提出して下さい。執筆要項は第2号通信でお知らせします。補足資料を配布する場合は各自で25部ご用意下さい。
３．研究発表方法
研究発表には、口頭発表・体験発表・ポスター発表の３形式があります。
1 口頭発表：一人の持ち時間は20分（発表15分、質疑と討論5分）の予定です。なお、使用できる機器は、ＰＣ（パワーポイント）・プロジェクターです。使用機器は事前にお申し込み下さい。連名発表者も本大会に参加し、当該の発表と討論に参加して下さい。
2 体験発表：一人の持ち時間は60分（発表、質疑、討論時間は自由）の予定です。なお、使用できる機器については口頭発表と同様です。
3 ポスター発表：ポスター用紙（横70㎝×縦100㎝）１枚に研究要旨・図・表・写真などを貼り作成して下さい。発表方法はポスターを貼ったボードの側で説明し、質問に答えながら自由に討論を進めて下さい。
　４．発表要旨集
　　　発表者が提出した発表要旨原稿は、そのまま印刷して要旨集を作成し、大会のガイド、そして研究上の貴重な文献資料と致します。
（なお、発表要旨集は、大会開催当日の受付でも頒布しますが、品切れの場合もありますので予約をお願い致します。）
Ⅳ．公開特別講演

講演者：上野重喜氏（東京大学卒業、元ＮＨＫ番組制作担当、
　現「ラジオ深夜便・こころの時代」制作兼インタビュアー、他）
Ⅴ．企画シンポジウム
テーマは「人間の生涯にわたる愛の紡ぎ方」、内容・シンポジストについては検討中です。
　　　　　　
Ⅵ．自主ラウンドテーブル、自主シンポジウム、ワークショップおよび展示
１．自主ラウンドテーブル：企画者が司会者（1名）及び話題提供者または発表者（2～3名）を決め、約2時間プレゼンテーションとフロアーとの自由な討議を行うもので、人間関係についての今日的課題をテーマや内容として下さい。会員であれば誰もが参画できます。
２．自主シンポジウム：企画者が司会を担当し、指定討論者（1～2名）および話題提供者または体験者（2～4名）を決め、約2時間企画者の采配でフロアーとの自由な討議を行います。
３．ワークショップ：本学会の委員会や部会の企画による研修の場として用意しております。
＊なお、上記には、研究発表要領と同じく、発表要旨集掲載につき要旨掲載費（要旨集1冊分を含む）として1件につき2,500円が必要です。また、１発表につきＢ5用紙2枚に3,000字程度の発表要旨原稿を提出して下さい。
４．展示：本学会の部会の活動・歴史・展望をパネルで展示するコーナーを設けます。
Ⅶ．総会
　　本学会の年間活動報告・事業計画・予算・決算などを審議するための会議です。
Ⅷ．懇親会
　　会員相互の親睦と交流を深め、情報を交換する場として大会第1日目の夕刻に大学食堂2階で行う予定です。（参加費は5,500円、当日参加者は6,000円）
Ⅸ．大会スケジュール
　　研究発表、自主ラウンドテーブル、自主シンポジウム、ワークショップの申し込み状況により、今後プログラムを調整していきます。
Ⅹ．大会参加・発表の申し込みおよび諸費用について
１．本通信には、大会参加申込用紙、振替用紙他、大会参加に必要な書類が同封されています。
・大会への参加の申し込みは所定のFAX用紙でお申し込み下さい。
・研究発表や自主ラウンドテーブル、自主シンポジウム、ワークショップの発表要旨集用原稿執筆要項は、次回の第2号通信と共に送付致します。参加および発表等の申し込み締め切りは5月
30日（土）に、発表要旨集の原稿提出締め切りは7月25日（土）です。
２．第17回大会の諸費用については、下記の金額とさせていただきます。
〈第17回大会諸費〉
	
	【予約参加】
	【当日参加】

	参加費　　　　正会員
	５，０００円
	５，５００円

	準会員
	４，０００円
	４，５００円

	一般（臨時）
	５，５００円
	６，０００円

	学生・院生
	１，５００円
	２，０００円

	当日会員
	
	３，５００円（一日につき）

	発表要旨集　　（1部）
	２，５００円

	要旨掲載費　　（1件）
	２，５００円

	懇親会費
	５，５００円
	　　６，０００円

	＊要旨掲載費をお支払いいただいた方には要旨集を１部、配布いたします。


３．今後の予定
１）大会参加の申し込み締め切り日　　　　　　　　　　　　　　・・・５月３０日（土）
２）発表者の参加申し込み及び諸費用の振込み締め切り日　　　　・・・５月３０日（土）
３）口頭発表・体験発表・ポスター発表・自主ラウンドテーブル・自主シンポジウム・ワークショップ・などの発表要旨集用の原稿作成案内など第２号通信の送付・・６月下旬
４）発表要旨集の原稿提出締め切り日　　　　　　　　　　　　　・・・７月２５日（土）
５）大会参加の諸費用並びに要旨集代などの前納期限　　　　　　・・・８月３１日（月）
６）第17回大会プログラムの送付　　　　　　　　　　　　　　　・・・９月上旬
◆その他
１．宿泊について
ホテル　サンオーク　　　〒３４３－０８４５　越谷市南越谷１－２２－１　
℡：048－966－3009　　　　　FAX：048－962－6297
宿泊申し込み　:　別添資料をご参照の上、お申し込みください。
               （先着３０名様まで可）
２．昼食
・10月3日（土）は、大学食堂が開いています。ご自由にご利用ください。
・10月4日（日）は、大学食堂が開いておりませんので、参加申込用紙ご記入の上、お弁当を予約して（1000円、お茶付）お申し込み下さい。
【第17回大会についてのお問い合わせと連絡先】
　　大会事務局　：　文教大学人間科学部人間科学科　佐藤啓子12324研究室気付　　
〒343－8511　埼玉県越谷市南荻島3337番地
　　　　　　　ＴＥＬ　048－974-8811（代）（内線2713番）
　　　　　　　ＦＡＸ　048－974-6511
　ｅ－ｍａｉｌ 　hiroko.ｓ@koshigaya.bunkyo.ac.jp
　　（註）授業等で研究室不在のことが多いため、諸連絡は原則としてeメールもしくはＦＡＸでお願いいたします。
日本人間関係学会第17回大会大会準備委員長　　佐　藤　啓　子
大会事務局長　　矢　吹　知　永
以　上
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